



















































































































































































































































































































































































1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目
単語連結クラス（n=39）： 12.5 12.6 13.6 14.1 14.1 14.8
リズム読クラス（n=40）： 13.6 13.6 15.0 15.6 15.5 15.8
【表３】音読練習期間中のリスニング力の推移（比率表示）
1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目
単語連結クラス（n=39）： 1.00 1.01 1.09 1.13 1.13 1.18
リズム読クラス（n=40）： 1.00 1.00 1.10 1.15 1.14 1.16
単 音クラス（n=50）： 1.00 1.02 1.01 1.07 1.11 1.22










１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目
リ
ス
ニ
ン
グ
の
伸
び
境の中で行われたものとは言い難い。そのため，統
計処理の多くが記述的なものにとどまり，実証的と
言うよりむしろ課題探索的な性格が強くなっている
ことは否定できない。しかしながら，外国語教育と
いう，対人コミュニケーションを基本とする研究領
域にあっては，実験室的な研究デザインはかえって
不自然であり，本研究のように課題を探求し，考証
の方向性を常に確認しながらコツコツとデータを収
集し確信を深めていく，というような手法がより好
ましいと思われる。その意味で，先に述べた結果は，
確率統計的にサポートを得たものではないが，これ
からの外国語教育のあり方に対して，1つの有益な
示唆を与えてくれるものと言えよう6。
５．おわりに
外国語としての英語を駆使してコミュニケーショ
ンを図る機会がますます多くなってきている今日，
「どんな英語でも通じれば良いのだ」という言い方
にはそれなりの理由があると思う。しかし，ある
nativeが「日本人英語に慣れた人なら聞き取れる
が，慣れていない人は聞き取れないだろう」と言っ
たように，この錦の御旗には「日本人同士あるいは
日本人の英語に慣れた外国人（特にALT）との間
で通じる」という使用制限が巧妙に縫い付けられて
いる。
確かに InnerCircleの住人たちが話す英語を身
につける必要はないかもしれない。しかし，Walker
が言っているように，今日では OuterCircleや
ExpandingCircleの住人同士が英語で意思疎通を
図る場面の方が，彼らがInnerCircleの住人と話
をする場面より多いというのであれば，「どんな英
語でも通じれば良い」という反証不可能なテーゼは
取り下げ，「OuterCircleやExpandingCircleで
通じるEnglishasaLinguaFrancaの習得を目指
す」という，誰の目にもその具体像が明らかな目標
を掲げるべきではないだろうか。
そうであれば，本研究は次の2点において，こ
のような望ましい方向性をサポートしていると言え
よう。その1つ目は，「OCやECで通じるELFの
習得」という目標に到達するための具体的な手段・
手順の一部を示しているということである。という
のも，nativespeakerたちが指摘した「日本人の
英語に欠けている音声的特徴」の全てが（Walker
の言う）ELFに必要なものであることが分かって
も，「ではそれらの習得を目指しましょう」と言う
だけでは何も起こらないからである。「ELFの何を
どうやって」という具体的計画が論拠に基づいて提
示されて初めて，目標は実現可能になる。本研究で
は，日本人の英語発音の改善ポイントに関してna-
tivespeakerが示した判断（どの点を改善すれば
より好ましい発音になるか）に基づいて発音練習を
行えば，より効果的にリスニング力のアップを図る
ことができる可能性が示されている。ということは，
英語学習の時間的制約を考えると，nativespeaker
がより高く評価する改善点（子音の発音）をまず最
初に持ってきて重点的に習得（改善）を目指し，後
は評価の高い順に次のステップとして位置付けてい
けば良いことになる。
2つ目のサポートは，教える側の勝手な思い込み
を明らかにしているという点である。例えば，先に
紹介した高井（2010）の調査によれば，native
speakerは日本人が英語を速く読んでも，それが日
本語的な発音であればほとんど評価しないのに対し，
日本人英語教師は速い読み方をかなり高く評価する
傾向がある。しかし，本研究の結果では，速く読む
（発音する）ことは必ずしも効果的なリスニング力
のアップには繋がっていない。つまり，nativeも
評価しないしリスニング力のアップにも繋がらない
発音の仕方を，英語教師は「良い」と信じているの
である。そして，ただそれだけならまだ良いのだが，
このような信念は往々にして別の（望ましい）目標
やその達成手段への障害となるのである。というの
も，日本人の発声器官には英語音を生成するための
筋力がないので，速く読もうとするとどうしても日
本語の発音になってしまうからである。教師が「速
い読み（発音）」を重視すればするほど，nativeが
一番高く評価し，リスニング力のアップに一番貢献
する「単音（子音）の発音」への重要性の認識が薄
れていく。このような問題が存在するということを
本研究は我々に気づかせてくれているのである。
始めに述べたように，英語教師であれば誰でも
「通じる英語」を生徒に学ばせてあげたいと思って
いるはずである。しかし現実には，それがどういう
英語で，どうすればそこに辿りつけるか，必ずしも
明確に示されているわけではない。高く掲げられた
理念に実行可能なプランという梯子を架けることが，
言語教育研究に携わる者の大きな責任なのである。
―170―
注1.「母音の長さの区別」については，今回は特に
取り上げていないが，日本人にとっては非常に難
しいものの1つである。特に，長母音の一種で
ある「二重母音（diphthong）」は，日本語のア
クセントが平坦（flat）であることが影響して，
いくら練習してもなかなか二重母音の発音になら
ないという悩みがある。メール（mail），セール
（sale），ボート（boat），コート（coat）のように，
カタカナ語にしたときに全て平坦になってし
まっていることも，習得をますます困難にしてい
る要因であろう。英語の骨格は子音であるが
（O・Connor.1967），母音についてもどの程度を
習得の目標にしたら良いのかという議論が別途必
要である。（二重母音が発音できていないと，だ
らしのない発音（＝だらしのない人間）と思われ
てしまう場合も，無いとは言えないのである。）
2．本来英語のリズムは個々の音の発音の連続の上
に成り立っており（南.1984），個々の音の発音
とリズムは相互に独立したものではないため，こ
れらの要素を別々に（あるいは順番に）練習する
ことには無理がある。ただ，英語学習に使える時
間が極めて限られている現状の中で，少しでも効
率的な学習をデザインする（優先的に学習すべき
項目を探し出す）ためには，要素を分けて練習し
てみるようなことも意味のあることではないかと
考える。
3．この調査ではnativeの好みをより分かりやす
く知るため，対照群として日本人大学生と日本人
英語教師にも同じ調査をしている。それによると，
日本人大学生は，日本人英語やその速いバージョ
ンを聞きやすいと，単語が連結され形が分かりに
くくなったものを聞きにくいと感じている。また
日本人英語教師は，全体的にnativeと同じ判断
の傾向を示しているが，1点だけ，速い読み方を
高めに評価しているという違いがある。ただ，
native・日本人大学生・日本人英語教師の全て
のグループが，摩擦音をしっかり発音した読み方
を一番聞きやすいと感じていることは興味深い。
4．先に述べたように，日本の学校で音読が取り入
れられる時は「速さ」が求められるので，この仮
説の中の「単に速く読むことをしていたグループ」
は，普段の授業とほぼ同じことをしているという
意味では，統制群と言って良いのかもしれない。
5．通常の授業の中で行われたものであり，最初か
らクラス間にリスニング力の差があったため，両
クラスのリスニング力の比較ではなく，クラス毎
の伸び率の比較になっている。
6．このように実際の授業を用いた検証作業では，
対象となった学生達がこの授業以外のところで英
語力（今回はリスニング力）を伸ばした可能性は
ないのか，というような検討が必要になる。今回
の学生たちは1年生で，週に一般教養の英語の
授業が2コマあり，筆者ともう1人の教員が担
当している。確認したところ，そのもう1つは
nativeによる会話中心の授業であったので，今
回行った音読やリスニングに影響を与えた可能性
は低いと考えられる。
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